
令和４年中の

福岡県警察における児童虐待の対応状況【統計資料】

１ 通告児童数 （県警察が児童虐待の疑いがあるとして児童相談所へ通告した児童の数）

３ 児童虐待事件検挙状況 （児童虐待事件の検挙件数等）

県内では６，９４０人の児童を児童相談所へ通告しており、前年比＋７．６％となりました。

特に、面前ＤＶ（児童が同居する家庭における配偶者等に対する暴力・暴言）を含む心理的虐

待の通告児童数が最も多く、全体の７９．１％を占めています。

２ 保護児童数 （県警察が安全確保のために児童相談所へ保護した児童の数）

保護児童数は減少傾向にあり、前年比－２．３％となりました。

児童虐待事件の検挙件数は減少傾向にあり、前年比－３０．６％となりました。

H30年中 R1年中 Ｒ2年中 Ｒ3年中 Ｒ4年中

検挙件数（件） 83 149 177 160 111

検挙人員（人） 85 157 183 161 111

被害児童（人） 83 150 177 164 111

H30年中 R1年中 Ｒ2年中 Ｒ3年中 Ｒ4年中

保護児童数 324 406 375 352 344

H30年中 R1年中 Ｒ２年中 Ｒ３年中 Ｒ４年中

3,737 5,107 5,924 6,451 6 ,940

607 778 938 964 1 ,007

9 16 20 17 8

374 449 394 440 436

2,747 3,864 4,572 5,030 5 ,489

うち面前DV 2,340 3,298 3,995 4,459 4 ,987

通告児童数（総数）
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